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成物から乾電池用活』性二酸化マンガンを生成させるための研究の結果をまとめたもので 5 編訪3 らなって
いる。
第 1 編は緒論であり 本研究の背景および目的と意義について述べている白

































(3) ß型二酸化マンガン鉱石より電池的に活性な r 型二酸化マンガンを生成するための熱処理，酸およ
びアルカリ処理の条件に司、て検討し，最適製造条件を確立している。さらにこの処理で副生する硫
酸マンガンからも活'性二酸化マンガンを製造する乙とができる乙とを示している。
(4) 乙のように熱分解反応を用いて生成された高活性二酸化マンガンは，現在電池に使用されている電
解二酸化マンガンと同租支の高活性を有するが一般的に嵩密度・が小さいので実用的に難点がある白た
だ粒度の粗い脱水硫酸マンガンを熱分解させた場合のみ比較的嵩密度 活性ともに優れた性質を示す
乙とを確認している。
このように本論文はマンガン塩類の熱分解反応を平衡論的および動力学的に解明し，これら反応によ
って生ず、る二酸化マンガンを乾電池の減極剤として使用するための問題点について研究し，多くの新し
い知見を与えている白これらの研究成果は学術的にも工業的にも貢献するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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